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　3月 22日 ( 土 ) に本郷体育館で、パラリンピックに出場して複数のメダルを獲得されたパラスポーツ
アドバイザー 加藤　正 氏を講師にお迎えし、ボランティア交流研修会を行いました。ボランティア活動
をされている団体、個人、ふれあいいきいきサロンの活動者や有償サービス協力会員など 25名が参加さ
れました。
　障害者スポーツ『ボッチャ』を体験するのは初めてという方が多く、ルールを確認しながら楽しみました。
『障がい当事者の講話』で、「何にでも挑戦する気持ちが大切」「できるかできないかでなく、やるかやら
ないか」という先生のお言葉に、「とても心に響く話で良かった」という声がありました。

令和 6年度
ボランティア
交流研修会

ボッチャのルール説明 ボッチャ体験中 講演

ナイスボッチャ！
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迎
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て
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迎
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迎
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会
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令和7年度　予算の概要

その他
1,627万円　6.6％

会費・寄付金等
458万円　1.8％ 補助金

1,966万円
7.9％
受託金

1,498万円
6.0％

障害福祉サービス事業
10,728万円
43.3％ 補助受託事業

1,623万円
6.5％

地域福祉事業
2,803万円
11.3％

地域福祉事業
2,803万円
11.3％

就労支援収入
1,104万円
4.5％

介護保険等収入
18,147万円
73.2％

介護保険事業
9,628万円
38.9％

収入計
24,800
万円

収入計
24,800
万円

支出内訳
24,782
万円

支出内訳
24,782
万円

７．４．１８ 2社協報「ふくし」

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃

か
ら
社
協
の
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
迎
え
た
令
和
７
年
度
も
引
き

続
き
「
と
も
に
生
き
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
事
業
は
、
福
祉
で

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

頼
り
に
さ
れ
る
社
協
で
あ
り
続

け
た
い
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

人
に
必
要
な
支
援
と
情
報
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
住
民
の
皆
様
と

一
緒
に
な
っ
て
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
組
み

立
て
て
職
員
一
同
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
勢
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ご
縁
食
堂

は
、
小
中
高
生
を
含
む
幅
広
い

年
齢
層
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
開

催
で
き
る
よ
う
に
「
ふ
れ
あ
い

カ
フ
ェ
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
の
開
催
は
、
十
月

十
九
日
（
日
）
と
定
め
年
度
初

め
か
ら
準
備
に
入
り
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
を
中
心
に
開
催
さ

れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
は
、
新
規
立
ち
上

げ
の
支
援
や
世
話
人
さ
ん
の
交

流
会
を
開
催
し
地
域
内
の
ふ
れ

あ
い
の
機
会
を
広
げ
ま
す
。
以

上
い
く
つ
か
の
事
業
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

財
源
は
、
皆
様
方
か
ら
の
社
協

会
費
、
特
別
会
費
、
賛
助
会
費
、

一
般
寄
付
金
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
、
障
害
者
福

祉
事
業
は
、
ご
利
用
者
一
人
ひ

と
り
の
事
情
や
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
福
祉
専
門
職
と
し

て
技
術
を
高
め
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
こ
ま
く
さ
園

で
は
、
今
年
か
ら
引
き
こ
も
り

が
ち
な
方
の
社
会
参
加
に
向
け

て
自
宅
に
お
い
て
作
業
が
で
き

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
社
会

福
祉
協
議
会
事
業
へ
の
御
参
加

と
力
強
い
御
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
訪
問
介
護
事
業
係
　
井
口
　
美
里

　
地
域
福
祉
係・居
宅
介
護
支
援
事
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
久
佳
世
子

　
通
所
介
護
事
業
係
　
城
取
み
ゆ
き

　
通
所
介
護
事
業
係
　
芦
部
　
富
子

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
小
林
　
史
子
（
訪
問
介
護
事
業
係
）

　
小
林
　
明
美
（
地
域
福
祉
係
）

　
柴
田
　
公
平
（
通
所
介
護
事
業
係
）

職
員
異
動
紹
介

　 

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
誰
も
が
居
場
所
と
役
割
を

持
ち
、
多
様
な
個
性
を
認
め
合
い
、

お
互
い
さ
ま
が
当
た
り
前
の
地
域
共

生
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
活
動
方
針
　
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
増

加
し
、
家
族
支
援
の
弱
体
化
が
進
む

中
、
権
利
擁
護
や
身
寄
り
の
な
い
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

　
昨
年
度
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を

通
じ
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
得
た
情

報
を
も
と
に
飯
島
町
の
地
域
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
・
機
関
の

皆
様
と
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る

と
共
に
、
子
ど
も
や
若
い
世
代
が
一

緒
に
集
え
る
多
世
代
交
流
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
更
な
る
活
用
と
併

せ
て
介
護
技
術
・
知
識
の
向
上
を
図

り
、
個
別
に
合
わ
せ
た
支
援
や
業
務

の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
ま
く
さ
園
で
は
、
新
た
に
引
き

こ
も
り
が
ち
な
方
を
対
象
に
在
宅
支

援
型
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
事
業
や
障
が

い
福
祉
事
業
へ
も
管
理
シ
ス
テ
ム
等

を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
こ

と
で
、
業
務
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
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３
月
27
日（
木
）に
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー
で
元
気
ア
ッ
プ
講

座
の
高
齢
者
と
小
学
生
９
人
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
が
焼
い
て
く
れ
た
パ
ン
ケ
ー
キ
に
小
学
生
が
飾
り

付
け
を
し
、み
ん
な
で一緒
に
食
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、高
齢
者
３

人
と
小
学
生
２
人
の
班
を
５
つ
作
り
、「
飯
島
町
の
い
い
と
こ
ろ
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。最
初
の
班
で
の
話
し
合

い
が
終
わ
る
と
、小
学
生
が
次
の
班
に
移
動
し
て
、新
し
く
で
き

た
班
で
飯
島
町
の
い
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
探
し
合
い
ま
し
た
。

最
後
に
各
班
で
１
つ
ず
つ
、小
学
生
が
発
表
を
し
ま
し
た
。

《
飯
島
町
の
い
い
と
こ
ろ
》

　
①
千
人
塚
公
園　
　
②
東
西
の
山
が
き
れ
い

　
③
り
ん
り
ん
祭
の
風
鈴
の
数
が
ギ
ネ
ス
記
録
に
な
っ
た
こ
と

　
④
与
田
切
公
園　
　
⑤
飯
島
町
の
人
が
優
し
い

　

お
昼
は
、み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
、

元
気
ア
ッ
プ
講
座
の
参
加
者
か
ら
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ゴ
マ
の
作
り

方
を
教
わ
っ
て
コ
マ
で
遊
ん
だ
り
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
過
ご
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
グ
ル
ー
プ
を
回
り
な
が
ら
の
交
流
だ
っ

た
の
で
緊
張
し
た
け
れ
ど
交
流
で
き
て
良
か
っ
た
」「
高
齢
者
の

方
と
た
く
さ
ん
の
話
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」「
コ
マ
の
作
り

方
を
知
れ
て
良
か
っ
た
」と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。元
気

ア
ッ
プ
講
座
の
参
加
者
か
ら
は「
子
ど
も
た
ち
と
話
せ
て
元
気

を
も
ら
っ
た
」「
ま
た
来
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
く
れ
た
元
気
ア
ッ
プ
講
座
の
皆
様
、小
学
生
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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食 糧 支 援 の 日
開催日：奇数月の第４金曜日
５月23日(金)・７月25日(金)
９月26日(金)・11月28日(金)
令和８年
　１月23日(金)・３月27日(金)
＊様々な事情で日常生活にお困りの方に

食糧を無料でお渡しいたします＊

場　所：飯島町地域福祉センター
　　　　石楠花苑の玄関

時　間：午前９時～午後６時の間で
　　　　いつでもおいでください。
＊生活についてのご心配（生活費、仕事、家族に
ついて等）がありましたらお声かけください＊

お 

知 

ら 

せ

◯
季
節
の
会

町
内
の
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
高
齢
者
世
帯
の

方
、
年
齢
を
問
わ
ず
障
が
い
の
あ
る
方
等
、
外
出
先
が
限

ら
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
地
域
住
民
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
年
間
4
回
ほ
ど
季
節
に
合
わ
せ

て
外
出
を
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
社
協
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
半
期
の
日
程
：
6
月
6
日
㈮
・
9
月
19
日
㈮

◯「
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
」
開
催

令
和
７
年
度
は
年
２
回
、
イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
ふ

れ
あ
い
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

※「
ご
縁
食
堂
」
に
つ
い
て

令
和
２
年
か
ら
開
催
し
て
い
た
ご
縁
食
堂
で
す
が
、
令
和

６
年
度
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
住
民
の
皆
様
、
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　生活の中で困ったこと、心配なことなどはありませんか？例えば、買い物、雪かき、話し相手、見守り、
草取り、ゴミ出し、車椅子での通院や移動手段などのお困りごとがありましたら、お気軽に社協まで
ご相談ください。また、こんなお手伝いならできるよ、こんなことをやっているよ、こんなことをし
てみたい、という方も社協にぜひお声かけください。住民の皆様が飯島町で安心して暮らしていける
ように、みんなで一緒に考えてつながっていきましょう。

「ふ・く・し」（ふだんの くらしを しあわせに）

第２０１号

飯島町社協フードバンク　令和 7年度

びゅんびゅんゴマ作り みんなでお弁当タイム 「飯島町のいいところ」探し
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相
　
　
談

〈
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
〉

　

・
令
和
７
年
６
月
18
日
（
水
）

　
　

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

　
　

時
間
：
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

〈
ひ
き
こ
も
り
相
談
〉

　

・
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

　
　

時
間
：
①
午
後
２
時
か
ら　

②
午
後
３
時
半
か
ら

※
予
約
制
で
す
が
、ご
都
合
に
よ
り
希
望
さ
れ
る
日
時
に
も
対
応
で
き

ま
す
。ま
た
、電
話
で
の
ご
相
談
も
対
応
可
能
で
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
一
円
玉
募
金

　
本
郷
第
二
自
治
会
女
性
部
　
様
　
金
三
千
二
百
一
円

　
山
久
自
治
会
い
ち
い
の
会
　
様
　
金
三
千
五
百
九
円

　
南
町
自
治
会
い
ち
い
の
会
　
様
　
金
七
千
二
百
五
十
九
円

　
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
し
、
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

令和７年 災害義援・救援金受付中

～令和６年度皆さまから寄せられた義援金～
2024台湾東部沖地震救援金 ………………………………………………… 20,000 円
令和６年能登半島地震災害義援金……………………………………………373,199 円
令和６年９月能登半島大雨災害義援金……………………………………… 57,072 円
令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金…………………………………… 25,756 円
　お寄せいただきました義援金は、日本赤十字社を通じて全額送金され、被災地の
方々の生活支援に役立てられます。

　令和６年度に発生した地震や大雨、火災による被
害を受けた方々を支援するための義援金・救援金を
受付けています。
・令和６年能登半島地震災害義援金
・令和６年９月能登半島大雨災害義援金（石川県）
・令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金（岩手県）
・2025年ミャンマー地震救援

◆募金箱設置場所◆
飯島町社協、飯島町役場
飯島町文化館
道の駅花の里いいじま
道の駅田切の里
引き続き皆様の温かいご
支援をお願いいたします。

　１月26日（日）『だれもが地域で自立した生活ができる社会の実現！』
をテーマに社会福祉大会が開催されました。
　表彰状・感謝状の贈呈式を行い、続いて行われた、楽団ケ・セラの演
奏とダンスに感動し、その楽団を運営する特定非営利活動法人ケ・セラ
理事長西村さんの講演会では障がい福祉を学ぶ大変良い機会でした。
　また、飯島中学校 3年生のプログラミング技術を活用した学習発表
には、福祉の課題について気づき、問題解決を目指して考える事は大
いに意味があったと素敵な時間を過ごすことができました。
　最後に『大会宣言』が確認されました。

第11回 飯島町社会福祉大会
を開催しました

★対象者★　　65歳以上の高齢者
( 介護保険の認定を受けている方でも、利用することはできます。)
★コースのご案内★　　月２回　　金曜日
・祝日等で日程が変わる場合もあります。
★時間・料金・持ち物★
時　間 : 午前９時 30分～午後２時 30分
料　金 : １回　1,000 円 ( 昼食代込み）
持ち物：湯呑み

★ご自宅近くまでの送迎も対応いたします★

元気アップ講座 令和７年度日程表
●会場：七久保林業センター ●実施曜日：毎週水曜日（全 48回）
●時間：午前９時 30分～午前 11時 30分

●会場：成人大学センター ●実施曜日：毎週木曜日（全 48回）
●時間：午前９時 30分～午前 11時 30分

こすも清流の会のご案内

＊制作にかかる材料費は
別途ご負担いただく場合
もあります。

内容は
マレットゴルフや
囲碁ボール他


